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fidata HFAD10-UBXの導入(3) 

―仕様と機能および動作確認(3)― 

 

１．はじめに 

前報(1)と前報(2)のHFAD10-UBXの動作確認結果を整理します。 

 

２．HFAS1-S10とHFAD10-UBXおよび PCとHFAD10-UBXの動作確認結果 

 以下の各ケースについて動作確認の結果を整理しました。 

２-A）HFAS1-S10と HFAD10-UBXと Brooklyn DAC+の組み合わせ 

CD再生 

  HFAD10-UBXにセットした CDを fidataアプリで選曲して HFAS1-S10で再生 

CDリッピング 

  HFAD10-UBX にセットした CD を fidata アプリで選曲してリッピングし、

HFAS1-S10に収納 

リッピング音源およびハイレゾ音源 

  HFAS1-S10収納音源を fidataアプリで選曲して再生 

    ＊HFAD10-UBXは USBハブとして機能 

２-B）PCと HFAD10-UBXと Sonica DACの組み合わせ 

 CD再生 

  HFAD10-UBXにセットした CDを Any DVDにより再生 

 DVD再生 

  HFAD10-UBXにセットした DVDを Any DVD により再生 

  BD再生 

 HFAD10-UBXにセットした BDを Power DVD 無料版により再生 

 ２-C）PCと HFAD10-UBXと外付け SSDと Sonica DACの組み合わせ 

  外付け SSD収納ハイレゾファイル音源を PCの TEAC Hi-Res Editorにより再生 

   ＊HFAD10-UBXは USBハブとして機能 

 

３．その他の再生 

 CDRについては、WAVから書き込んだ CDRが CDと同じように再生可能であること

が、２-A）に準じたシステムによりシマムセン訪問記(2024.8.4)で確認できています。 

 BDRについては、２-B）のシステムで、ずっと以前に PANASONIC のブルーレイレ

コーダーからダビングした BDRが、市販 BDと同様に再生できることが Power DVD

により確認できました。 



 

４．まとめ 

 メーカーでも動作確認がなされていない再生経路と音源フォーマットも含め、動作確

認が終了しました。 

 

 

以上 

 


